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二
十
年
後
、
紀
元
二
千
七
百
年
へ
向
け
て

　

今
般
、
橿
原
神
宮
御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
に
お
き
ま
し
て

は
十
年
に
一
度
の
大
祭
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
と
厳

粛
か
つ
賑
々
し
く
奉
祝
す
べ
く
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
世
界
的
規
模
の
蔓
延
に
よ
り
、
政
府
か
ら
の
多
人
数
に
よ

る
各
種
行
事
の
中
止
・
延
期
・
規
模
縮
小
の
要
請
を
受
け
、
参
列

者
を
お
招
き
せ
ず
祭
典
を
齋
行
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
か
な

る
時
も
宮
司
以
下
職
員
一
同
、
皇
室
の
御
繁
栄
と
国
家
の
隆
昌
、

そ
し
て
世
界
の
平
和
と
人
々
の
安
寧
を
祈
念
申
し
上
げ
つ
つ
日
々

の
御
奉
仕
に
邁
進
致
す
こ
と
が
、
神
武
天
皇
様
の
大
御
心
に
繋
が

る
こ
と
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
規
模
縮
小
と
は
な
り
ま
し
た

が
、
恙
な
く
祭
典
が
齋
了
出
来
得
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た

く
、
関
係
各
位
の
御
協
力
に
対
し
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
当
宮
の
創
建
は
、
明
治
二
十
一
年
に
地
元
民
間
有
志
が

神
武
天
皇
御
即
位
の
地
、
橿
原
宮
址
を
丹
念
に
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
政
府
に
訴
え
た
事
に
端
を
発
し
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
政
府
も

調
査
を
進
め
、
当
地
が
橿
原
宮
址
と
定
ま
り
、
さ
ら
に
は
明
治

二
十
二
年
に
神
武
天
皇
を
お
祀
り
す
る
神
社
創
建
の
請
願
が
地
元

民
間
有
志
よ
り
起
こ
り
、
こ
れ
を
悦
ば
れ
た
明
治
天
皇
の
思
し
召

し
で
京
都
御
所
の
内
侍
所
と
神
嘉
殿
が
下
賜
さ
れ
、
明
治
二
十
三

年
四
月
二
日
に
御
鎮
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
鎮
座
の
年
に
は
大
日
本
帝
国
憲
法
の
施
行
、
第
一
回
衆
議
院

かしはら

第177号
令和二年
紀元2680年

•
 

二
十
年
後
、
紀
元
二
千
七
百
年
へ
向
け
て

• 

御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
並
関
連
事
業
の
御
報
告 
•
  

高
額
奉
賛
者
御
芳
名 
•
  

祭
典
・
神
事
の
御
報
告
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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対
策
に
つ
い
て

•
  

郵
送
に
よ
る
御
祈
祷
受
付
の
御
案
内

紀
元
二
千
六
百
八
十
年

令
和
二
年

議
員
総
選
挙
の
実
施
、
第
一
回
帝
国
議
会
の
開
催
、
教
育
勅
語
の

発
布
が
あ
り
、
明
治
天
皇
は
近
代
国
家
の
国
作
り
を
進
め
る
中

で
、
神
武
天
皇
の
建
国
の
精
神
を
も
っ
て
国
民
の
心
を
一
つ
に
し

て
歩
ま
れ
よ
う
と
さ
れ
た
と
拝
察
致
し
ま
す
。

　

御
鎮
座
以
降
も
境
域
拡
張
工
事
は
行
わ
れ
、
特
に
御
鎮
座
五
十

年
を
迎
え
た
昭
和
十
五
年
は
紀
元
二
千
六
百
年
の
佳
年
に
当
た
る

た
め
、
国
を
挙
げ
て
の
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
、
新
た
な
御
社
殿

を
は
じ
め
諸
建
物
の
建
築
や
大
規
模
な
境
域
拡
張
整
備
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
よ
り
八
十
年
の
月
日
が
流
れ
た
此
度
の
御
鎮
座
百
三
十

年
の
記
念
事
業
と
致
し
ま
し
て
、
鳥
居
四
基
の
修
築
工
事
を
は
じ

め
、
境
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
を
二
十
年
後
に
控
え
る
紀
元
二
千
七
百
年
に
向
け
て
の

始
ま
り
の
年
と
捉
え
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
神
武
天
皇
の
建
国

の
精
神
や
歴
史
を
知
っ
て
戴
く
た
め
『
神
武
天
皇
論
』
を
編
纂
致

し
ま
し
た
。
『
神
武
天
皇
論
』
で
は
考
古
学
的
観
点
や
古
代
、
中

世
、
近
世
、
近
代
、
現
代
の
各
時
代
で
神
武
天
皇
が
ど
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
の
時
代
に
改

め
て
自
国
へ
の
誇
り
と
愛
す
る
気
持
ち
を
湧
き
出
さ
せ
る
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
宮
の
佳
年
に
対
し
篤
志
の
御
奉
賛
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
方
に
深
甚
な
る
謝
意
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
念
し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 

橿
原
神
宮
宮
司　

久
保
田
昌
孝

御鎮座百三十年記念大祭で、寛仁親王妃信子殿下からの式辞を権宮司より披露申し上げました
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明
治
二
十
二
年
、
第
一
代
神
武
天
皇
の
建
国
の
偉
業
を
称
え
よ
う
と
の
篤
い
想
い
か
ら
地

元
民
間
有
志
よ
り
橿
原
宮
址
に
神
社
創
建
の
請
願
が
起
こ
り
、
こ
れ
を
お
悦
び
に
な
っ
た
明

治
天
皇
よ
り
京
都
御
所
の
内
侍
所
（
賢
所
）
を
本
殿
、
神
嘉
殿
を
拝
殿
と
し
て
下
賜
さ
れ
、

明
治
二
十
三
年
四
月
二
日
に
橿
原
神
宮
は
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
百
三
十
年
の
佳
節

を
迎
え
た
令
和
二
年
四
月
二
日
、
御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
多
く

の
奉
祝
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
規
模

で
猛
威
を
ふ
る
い
、
国
を
挙
げ
て
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
状
況
の
中
で
、
奉
仕
者
並
び
に
参

列
者
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、
奉
祝
行
事
の
大
半
は
中
止
も
し
く
は
延
期
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
の
御
鎮
座
百
三
十
年
の
為
に
数
年
に
亘
り
進
め
て
き
た
記
念
奉
祝
事
業
で
あ

る
鳥
居
四
基
の
修
築
、
各
館
改
修
工
事
、
境
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
そ
し
て
、『
神
武
天
皇
論
』

『
橿
原
神
宮
史 

続
編
』編
纂
は
多
く
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
全
て
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
を
齋
行

四
月
二
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
内
拝
殿
に
お
い
て
宮
司
以
下
奉
仕
の
も
と
御
鎮
座
百
三
十

年
記
念
大
祭
を
齋
行
し
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
寛
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
御
台
臨
、
全
国
崇

敬
者
各
位
の
参
列
を
得
て
厳
粛
か
つ
賑
々
し
く
齋
行
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
責
任
役
員
・
総
代
十
二
名
の
参
列
に
留
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
宮
司
が
御
鎮
座
百
三
十
年
を
寿
ぎ
、
皇
室
の

弥
栄
と
国
家
の
益
々
の
隆
昌
、
そ
し
て
崇
敬
者
皆
様
の
安
寧

を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏
上
し
、巫
女
四
人
に
よ
り
神
楽
「
扇
舞
」

が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。「
扇
舞
」
は
明
治
天
皇
が
詠
ま
れ
た
歌

で
あ
る
御
製
に
作
舞
作
曲
さ
れ
た
当
宮
独
自
の
神
楽
舞
で
あ

り
、
例
祭
で
あ
る
紀
元
祭
の
ほ
か
、
毎
月
の
月
次
祭
や
各
祭

典
で
奏
さ
れ
ま
す
。
次
に
N
P
O
法
人
音
楽
の
森　

荒
井
敦

子
理
事
長
が
御
鎮
座
百
三
十
年
を
奉
祝
し
て
作
詞
作
曲
さ
れ

御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
並
関
連
事
業
の
御
報
告

巫女による神楽「扇舞」

寛
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
式
辞

御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
前
に
、
現
在
も
世
界
的
規
模
に
て
蔓
延
致
し
て
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
終
息
と
罹
患
な
さ
れ
た
皆
様
の
御
回
復
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
橿
原
神
宮
御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
が
齋
行
さ
れ
ま
す
こ
と
大

変
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
皆
様
と
こ
の
記
念
大
祭
に
参
列

す
る
事
が
叶
い
ま
せ
ず
申
し
訳
な
く
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
橿
原
神
宮
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
で
神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
と
云
わ

れ
る
、
畝う

ね

傍び

山や
ま

の
東

た
つ
み

南の
す
み、
こ
の
橿
原
の
地
に
明
治
二
十
三
年
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
天
皇
の
御
聖
慮
に
よ
り
本
殿
と
し
て
京
都
御
所
内
の
内な

い

侍し
ど

所こ
ろ

、
拝
殿
と
し
て
神し

ん

嘉か

殿で
ん

が
下
賜
さ
れ
、
爾
来
、
勅
使
参
向
の
神
社
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
大
戦
後
、
神
社
が
国
家
の
手
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

護
持
に
お
い
て
は
、
多
く
の
困
難
や
障
害
が
あ
っ
た
こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
。

そ
の
間
、
関
係
者
の
御
尽
力
は
も
と
よ
り
、
本
日
茲
に
御
参
列
の
皆
様
を
始
め
全

国
津
々
浦
々
の
崇
敬
者
の
方
々
の
真
心
に
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
立
派
に
護
持
さ

れ
、
目
出
度
く
も
百
三
十
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
た
く

存
じ
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
十
五
年
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
境
内
に
建
立
さ
れ
た
鳥
居
四
基

は
経
年
劣
化
に
よ
り
、
昨
年
修
築
さ
れ
た
と
の
こ
と
大
変
嬉
し
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
本
祭
典
を
契
機
と
し
て
、
橿
原
神
宮
の
更
な
る
発
展
に
努
め
ら
れ
、

人
々
の
平
安
と
世
界
の
平
和
を
目
指
し
て
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

茲
に
橿
原
神
宮
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
四
月
二
日

橿
原
神
宮
御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
大
祭
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安
の
舞
」
を
巫
女
四
人
が
奉
仕
し
、
宮
司
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
は
国
栖
奏
保
存
会
に
よ
り
国
栖
奏
（
奈
良
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）、

午
後
三
時
か
ら
は
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
に
鎮
座
す
る
新
殿
神
社
の
黒
嵜
宮
司
に
よ
り
翁
舞

が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

御
鎮
座
百
三
十
年
に
関
す
る
奉
納

日
本
画
家 

藤
本
静
宏
氏
『
橿
原
神
宮
俯
瞰
全
景
図
』
奉
納

三
月
十
二
日
、
市
内
在
住
の
日
本
画
家
、
藤
本
静
宏
氏
に
よ

り
橿
原
神
宮
御
鎮
座
百
三
十
年
を
奉
祝
し
て
『
橿
原
神
宮
俯

瞰
全
景
図
』
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
藤
本
氏
は
昭
和
三
十
五

年
の
天
皇
陛
下
御
生
誕
を
奉
祝
し
て
毎
年
制
作
し
て
い
る
大

絵
馬
の
原
画
を
平
成
二
十
四
年
よ
り
手
が
け
て
お
ら
れ
ま

す
。
藤
本
氏
は
「
五
年
前
に
も
奉
納
の
話
が
上
が
っ
た
が
、
そ
の
時
は
時
期
尚
早
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
十
二
支
の
う
ち
三
年
ば
か
り
を
残
し
、
同
時
に
大
き
な
会
場
で
個
展
を
開
く
機
会

が
与
え
ら
れ
た
こ
の
時
期
に
奉
納
さ
せ
て
戴
く
こ
と
を
決
め
た
。
私
た
ち
は
橿
原
神
宮
の
持

つ
大
ら
か
な
優
し
さ
に
惹
か
れ
て
何
度
も
訪
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
神
宮
で
あ
り
続
け

て
欲
し
い
。」
と
絵
画
奉
納
に
つ
い
て
の
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
奉
納
さ
れ
た
作
品
は
宝

物
館
の
入
館
者
を
お
迎
え
出
来
る
よ
う
、
入
り
口
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

戸と

べ畔
の
会
よ
り
海
産
物
奉
納

四
月
三
日
、
三
重
県
大
紀
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
戸

畔
の
会
に
よ
り
錦
産
の
海
産
物
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
同
会

は
平
成
二
十
四
年
か
ら『
日
本
書
紀
』第
三
巻（
神
武
天
皇
記
）

に
記
さ
れ
て
い
る
丹に
し
き
の
う
ら

敷
浦
（
三
重
県
度
会
郡
大
紀
町
錦
）
を

拠
点
に
地
元
の
歴
史
や
文
化
を
調
査
し
、
広
く
伝
え
る
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
が
日
本
書
紀
編
纂
千
三
百
年
、
橿

原
神
宮
御
鎮
座
百
三
十
年
で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
岡
田

登
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
と
と
も
に
神
武
天
皇
東
遷
の
道
と

さ
れ
る
丹
敷
浦
（
錦
）
か
ら
穿
う
が
ち
の
む
ら
邑
（
奈
良
県
宇
陀
市
宇
賀
志
）

表参道より参進する戸畔の会 絵画は宝物館入り口正面に展示されている

た
「
時
の
は
じ
ま
り
」
を
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
。

時
の
は
じ
ま
り 　
　
　

作
詞
・
作
曲　

荒
井
敦
子

神
の
代
が　
（
神
の
代
が
）

人
の
代
に　
（
人
の
代
に
）

な
っ
て
始
ま
る　

ふ
る
さ
と
の
歩
み

神
の
代
が　
（
神
の
代
が
）

人
の
代
に　
（
人
の
代
に
）

移
り
か
わ
る　

物
語
の
始
ま
り 

時
は
過
ぎ　
（
時
は
過
ぎ
）

時
代
が
変
わ
っ
て
も　
（
時
代
が
変
わ
っ
て
も
） 

変
わ
ら
ぬ
祈
り
で　

森
が
生
ま
れ
た

青
い
空　
（
青
い
空
）

緑
な
す　
（
緑
な
す
）

こ
こ
は
ま
ほ
ろ
ば　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

荒
井
氏
は
こ
の
曲
で
橿
原
の
地
が
日
本
の
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
り
、
日
本
人
の
心
の
故
郷

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
齋
了
に
あ
た
り
、
宮
司
が
挨
拶
を
述
べ
、
権
宮
司
が
御
参
列
を
予
定
さ
れ
て
い
た
寛

仁
親
王
妃
信
子
殿
下
か
ら
の
式
辞
を
披
露
申
し
上
げ
ま
し
た
。（
二
頁
に
掲
載
）

ま
た
、
記
念
大
祭
に
先
立
ち
四
月
一
日
に
御
鎮
座
百
三
十
年
記
念
奉
祝
祭
が
齋
行
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
午
前
十
一
時
に
小
雨
の
降
る
な
か
始
ま
り
、
宮
司
以
下
祭
員
の
み
の
奉
仕
で
執

り
行
い
ま
し
た
。

神
武
天
皇
祭
を
齋
行
・
国
栖
奏
、
翁
舞
を
奉
奏

神
武
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
日
に
あ
た
る
四
月
三
日
の
午
前
十
時
よ
り
神
武
天
皇
祭
並
神
武

天
皇
祭
遙
拝
を
宮
司
以
下
祭
員
の
み
で
齋
行
し
ま
し
た
。
同
日
は
神
武
天
皇
の
畝
傍
山
東
北

陵
に
お
い
て
宮
中
祭
祀
と
し
て
勅
使
が
参
向
さ
れ
神
武
天
皇
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
た
め
、
祭

典
に
先
立
ち
祓
所
に
て
宮
司
が
遙
拝
詞
を
奏
上
し
、
宮
司
以
下
祭
員
が
畝
傍
山
東
北
陵
を
遙

拝
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
内
拝
殿
に
参
進
し
、
開
扉
、
献
饌
、
宮
司
祝
詞
奏
上
。
神
楽
「
浦 荒井理事長による「時のはじまり」の奉納
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に
亘
っ
て
施
工
さ
れ
た
鳥
居
四
基
の
修
築
工
事
は
令
和
元
年
十
一
月
に
全
て
終
了
し
、
同
年

十
二
月
二
十
四
日
に
鳥
居
修
築
工
事
立
柱
祭
並
竣
工
奉
告
祭
が
第
一
鳥
居
前
に
て
齋
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
他
、
貴
賓
館
と
橿
原
神
宮
会
館
は
内
装
等
を
改
修
し
、
崇
敬
会
館
は
空
調
設

備
の
入
替
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、表
参
道
に
舗
装
通
路
、ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
行
う
こ
と
で
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
参
拝
し
や
す
い
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

記
念
書
籍
編
纂
事
業

記
念
書
籍
で
あ
る『
神
武
天
皇
論
』『
橿
原
神
宮
史 

続
編
』が
無
事
に
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
は
平
成
二
十
八
年
の
夏
に
皇
學
館
大
学
へ
記
念
事
業
の
協
力
依
頼
を
行
い
、
同
大
学

の
全
面
協
力
を
得
て
完
成
に
至
り
ま
し
た
。『
神
武
天
皇
論
』は
考
古
学
分
野
を
含
め
た
古
代
、

中
世
、
近
世
、
近
代
、
現
代
の
各
時
代
で
神
武
天
皇
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を

記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
橿
原
神
宮
史 

続
編
』
は
書
名
に
あ
る
通
り
、
昭
和
五
十
五
年
に
編
年
体
の
資
料

集
と
し
て
発
刊
し
た
『
橿
原
神
宮
史
』
一
巻
（
明
治
二
十
一
年
〜
大
正
十
年
）・
二
巻
（
大

正
十
一
年
〜
昭
和
十
七
年
）・
別
巻
（
神
武
天
皇
志
編
及
び
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
の

橿
原
神
宮
該
当
箇
所
な
ど
を
纏
め
て
い
る
）
計
三
巻
の
続
編
と
な
り
ま
す
。
本
書
の
特
徴
は

編
年
体
の
資
料
集
と
し
て
の
前
三
巻
と
は
異
な
り
、
昭
和
十
八
年
〜
令
和
二
年
ま
で
の
歴
史

を
叙
述
す
る
形
で
記
し
、
読
み
物
と
し
て
の
橿
原
神
宮
史
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

『
神
武
天
皇
論
』
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
は
各
論
の
担
当
す
る
先
生
方
の
講
演
会
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
編
纂
事
業
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
担
当
さ
れ
た
先
生
の
内
、
田
浦
特
命

教
授
、
遠
藤
教
授
、
谷
口
教
授
、
長
谷
川
助
教
は
橿
原
神
宮
史
料
調
査
委
員
と
し
て
引
き
続

き
当
宮
の
資
料
整
理
に
当

た
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

尚
、『
神
武
天
皇
論
』『
橿

原
神
宮
史 
続
編
』
は
国
書
刊

行
会
に
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
購
入
を
御
希
望
さ
れ

る
方
は
国
書
刊
行
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。

神武天皇論について講演の様子

刊行された『神武天皇論』と
『橿原神宮史 続編』

ま
で
の
路
（
魚
の
道
）
と
神
武
天
皇
に
纏
わ
る
伝
承
地
を
検
証
し
な
が
ら
、
大
紀
町
か
ら
橿

原
神
宮
ま
で
を
四
日
間
掛
け
て
踏
破
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
参
道
か
ら
は
錦
産
の
鰤
二
匹
を

含
む
海
産
物
を
天
秤
棒
に
担
ぎ
内
拝
殿
ま
で
進
み
、
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

鰉ひ
が
いの

会
よ
り
鰉
奉
納

四
月
五
日
、
鰉
の
会
に
よ
り
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
で
獲
れ
た
鰉
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
鰉
は

コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
、名
前
の
漢
字
で
あ
る
「
鰉
」
は
魚
偏
に
「
皇
」
と
書
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

明
治
天
皇
が
琵
琶
湖
疎
水
の
開
通
式
に
出
席
し
た
折
に
鰉
を
召
し
上
が
り
、
そ
の
後
東
京
に

還
幸
さ
れ
て
か
ら
も
好
ん
で
召
し
上
が
っ
た
こ
と
に
由
来
し

て
明
治
二
十
九
年
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
鰉
の
会
は

毎
年
明
治
神
宮
の
例
祭
に
鰉
を
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
鎮

座
百
三
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
当
宮
と
鰉
の
会
に
御
神
縁

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
希
少
魚
の
鰉
を
奉
納
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
丸
山
徹
代
表
・
饗
庭
永
恭
・
世
森
伸

吾
副
代
表
を
は
じ
め
九
名
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

奉
祝
事
業

境
内
整
備
事
業

昭
和
十
五
年
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
た
境
内
四
基
の
鳥
居

を
修
築
し
ま
し
た
。
鳥
居
は
昭
和
十
四
年
、
十
五
年
の
建
造
当
時
か
ら
、
非
常
に
貴
重
な
又

経
年
劣
化
に
よ
る
損
耗
の
少
な
い
性
質
を
持
つ
台
湾
檜
を
使
用
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
橿

原
神
宮
は
紀
元
二
千
六
百
年
の
意
義
を
後
世
に
伝
え
る
意
味

を
込
め
て
新
鳥
居
に
使
用
す
る
全
て
の
御
用
材
を
一
新
す
る

の
で
は
な
く
、
既
存
の
鳥
居
各
基
を
十
分
に
調
査
し
た
上
で

利
用
に
耐
え
る
御
用
材
を
再
度
調
整
し
、
修
築
に
は
新
規
御

用
材
と
旧
御
用
材
の
両
方
を
使
用
し
ま
し
た
。
新
規
御
用
材

と
な
る
木
材
は
、
国
内
に
十
分
に
生
育
し
、
ま
た
耐
朽
性
の

高
い
檜
が
調
達
困
難
な
こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
産
檜
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
平
成
三
十
年
九
月
の
第
二
鳥
居
解
体
か
ら
二
期

玉串拝礼をされる丸山代表晴天のなか行われた竣工奉告祭
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※ 

正
月
期
間
（
12
月
28
日
〜
１
月
７
日
迄
）
は

受
付
致
し
ま
せ
ん
。 

新
春
初
神
楽
祈
祷
を
お
申
込
下
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
御
祈
祷
受
付
の
御
案
内

　

御
祈
祷
は
神
社
に
お
越
し
の
上
お
受
け
頂
く

の
が
本
義
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
を
鑑
み
、
当
神

宮
に
御
参
拝
が
叶
わ
な
い
皆
様
の
お
気
持
ち
に

お
応
え
す
る
た
め
、
郵
送
（
国
内
の
み
）
に
よ

る
御
祈
祷
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
希
望
の
方
は
橿
原
神
宮
W
E
B
サ
イ
ト

へ
ア
ク
セ
ス
頂
き
、「
郵
送
に
よ
る
御
祈
祷
受

付
」
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

橿
原
神
宮
で
は
、
四
月
か
ら
六
月
に
齋
行
し
た
祭

典
・
神
事
に
つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
列
を
御
遠
慮
戴
い
て
職

員
の
み
で
執
り
行
う
か
、
や
む
を
得
ず
齋
行
を
見
送

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
六
月
に
は
、
半
年

間
に
私
た
ち
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪

や
穢
れ
を
祓
う
こ
と
で
清
ら
か
な
身
体
に
立
ち
返

り
、
健
や
か
に
次
の
半
年
間
を
過
ご
す
為
の
神
事
で

あ
る
夏
越
大
祓
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
夏
越
大
祓
に

対
し
て
は
今
般
の
様
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
祓
い
清
め

た
い
と
願
う
参
列
希
望
の
声
も
頂
戴
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
奉
仕
者
並
び
に
参
列
者
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
や
む
を
得
ず
参
列
を
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。神
事
は
職
員
で
執
り
行
い
、崇
敬
者
皆
様
の
日
々

の
御
健
康
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

を
祈
念
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
日
朝
と
夕
方
に
齋

行
す
る
日
供
祭
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
終
息
祈
願
の
祝
詞
を
奏
上
し
、
一
日
も
早
く

こ
の
事
態
が
終
息
し
世
界
中
の
人
々
が
平
穏
な
生
活

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
祈
り
を
日
々
捧
げ
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
境
内
に
お
け
る
感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め

次
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
開
門
時
間
の
短
縮

・
宝
物
館
の
臨
時
休
館

・ 

各
所
に
空
間
除
菌
機
と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の

設
置

・
待
合
や
祈
祷
所
内
の
席
数
減

・ 

祈
祷
受
付
並
び
に
授
与
所
で
は
飛
沫
防
止
シ
ー

ト
を
設
置
し
、
マ
ス
ク
着
用
に
て
参
拝
者
へ

応
対

・ 

南
北
神
門
前
に
柄
杓
を
使
わ
な
く
て
も
身
を
清

め
ら
れ
る
よ
う
に
臨
時
手
水
舎
の
設
置

今
後
も
皆
様
が
安
心
し
て
御
参
拝
戴
け
る
よ
う
、

状
況
に
応
じ
た
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
御
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
何
卒
御
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

祭
典
・
神
事
の
御
報
告
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

当日雨天のため夏越大祓は
橿原神宮会館にて執行

臨時手水舎は南北神門前の２箇所に設置

URL:kashiharajingu.or.jp
橿 原 神 宮 検索




